
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 合計

1,558,000 1,558,000

1,500,000 1,500,000

うち県交付金 749,999 749,999

584,342 584,342

270,000 270,000

うち県交付金 135,000 135,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

584,342 0 0 0 1,558,000 2,142,342

270,000 0 0 0 1,500,000 1,770,000

うち県交付金 135,000 0 0 0 749,999 884,999

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（市町総括表）
【単独事業】

さくら市

1
フットゴルフを活用した
地域の魅力向上事業

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

2
さくらジャンゴ・ラインハ
ルト・フェスティバル実
施事業

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

1,500,000

58,000

1,558,000

２　支出の部

県交付金

広告費

455,830 455,830 227,915

・フットゴルフ周知ポスター作成
代
・イベント開催広告代
・フットゴルフ周知用車両マグ
ネット

委託料

0 0 0

・フットゴルフ体験バスツアー
400,000円
・出会いイベント委託（但し、
運営の大半を市民協働推進
チームが行う）450,000円

144,476 144,476 72,238

・大会謝金　（高橋陽一氏、
司会1名、救護係2名）
・イベント謝金（救護係1名）

631,598 573,598 286,799 58,000

・高橋陽一カップ（セブンハン
ドレッド）
・出会いイベント（セブンハン
ドレッド）

257,906 257,906 128,953

・地上用フットゴルフカップ　4
台
・フットゴルフ周知バナー　1
台
・PR用ボール　４個

62,795 62,795 31,397

・出会いイベント参加賞
・イベントコロナ対策消耗品

5,395 5,395 2,697
・出会いイベント保険料

1,558,000 1,500,000 749,999 58,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業収支予算（精算）書）

市町名 さくら市

単位事業名 フットゴルフを活用した地域の魅力向上事業

科目 備考

市補助金
フットゴルフタウン推進委員会へ補助

参加者負担金

【出会いイベント】　男性3,000円×14人　女性1,000円×16名

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

報償費

使用料及び賃借料

備品購入費

需用費

役務費

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和２年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

・フットゴルフタウン推進
事業

・フットゴルフワールド
カップ開催に合わせた
シティプロモーション事
業

・フットゴルフタウン推進
事業

1,558,000 1,558,000 5,000,000

1,500,000 1,500,000 5,000,000

うち県交付金 749,999 749,999

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 58,000 0 0 58,000 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 主 体 の 名 称 フットゴルフタウン推進委員会

栃木県わがまち未来創造事業計画（実績）書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 さくら市

事 業 名 フットゴルフを活用した地域の魅力向上事業

代 表 者 の 名 称 さくら市長　花塚　隆志

事 業 主 体 の 所 在 さくら市氏家2771番地

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：フットゴルフを活用し地域の魅力向上とフットゴルフの聖地化（フットゴルフタウン）を目指す。
・設立年月日：令和２年度
・構成員等：喜連川観光協会、氏家観光協会、さくら市体育協会、さくら市スポーツ協会、さくら市、さくら市教育委員会等

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

本市は、県都宇都宮市に隣接し、東京都からは新幹線と在来線の鉄道利用であれば１時間30分、高速道路利用であれば2
時間でアクセスできる恵まれた立地である。こうした地理的優位性の中、「日本三大美肌の湯」と評される喜連川温泉や豊
かな自然、多くの歴史的建造物があり、更には東京方面からの玄関口であるJR氏家駅があるにも関わらず、これらを周遊
し楽しんでもらえる仕組みが十分ではない。また、2019年3月に策定したシティプロモーション戦略におけるさくら市に対する
認知度調査結果では、県外の人の認知は24.9％と低い状況であるこから、更なる積極的且つ効果的なシティプロモーション
を図りシビックプライドを醸成することが必要である。

事 業 目 的

フットゴルフワールドカップが国内で初めてさくら市で開催されることになった。（新型コロナウィルスの影響で令和３年度秋に
延期）この大会には世界各国から選手と関係者が約1000人のほか、大会を観戦するために多くのギャラリーが本市を訪れ
る。この機会を生かし、本市の魅力を感じ体験してもらう取組みを行い、本市の知名度を向上する。
また、フットゴルフのコースを常設するゴルフ場が全国的にも少ないことから、この大会を契機に本市がフットゴルフの聖地
（フットゴルフタウン）となるための事業に取り組む。

事 業 概 要

【令和2年度事業実績】
 ■フットゴルフのワールドカップは、新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から延期となったが、本市がフットゴルフの聖
地となるよう、以下の事業を実施した。
・高橋陽一杯（令和２年９月２２日開催）　２００名参加
・フットゴルフ体験de新しい出会い（令和２年１１月８日開催）３０名参加
・ニュースポーツ教室（フットゴルフ編）（令和２年１１月１４日開催）　３５名参加
・ニュースポーツ教室（フットゴルフ編）（令和２年１１月２８日開催）　３８名参加
・ご当地アイドル「Lovin's」フットゴルフタウン公式アンバサダー就任（令和２年１２月７日）
・Jリーグ栃木SC対ジュビロ磐田（さくら市民デー）フットゴルフ啓発チラシ1,000枚配布（令和２年１２月２０日）
・小学生へのフットゴルフ体験授業実施（令和３年２月１８日開催）９０名参加
・在住外国人へのフットゴルフ体験教室（令和３年３月１４日開催）３３名参加（うち外国人１６名）
・さくらフェスタ・市民活動応援イベントによるLovin'sフットゴルフ啓発活動（令和３年３月２７日開催）２００名参加

連絡先
０２８－６１６－３５５７
０２８－６１５－７９７３
sogoseisaku@city.tochigi-sakura.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

基本目標２：定住人口・交流人口を増やす
施策名：シティプロモーションの展開、新規観光客の拡大
ＫＰＩ：年間観光入込客数H26：700428人→R2：1,900,000人【R元実績：1,954,537人】
　　　 ホームページアクセス数H26：671,491件→R2：740,000件【R元実績：705,566件】

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 総合政策課
担当者名 岡田　慎

mailto:sogoseisaku@city.tochigi-sakura.lg.jp

